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単年度試験研究成績（２０○○年○月作成）
第1区分　＞第２区分
　 ↑            ↑
研究対象樹種　専門区分の分類番号　（別紙4を参照）
------------------------------------------------------------------------------------
課題名：（記入例）イモ類・雑穀類の機能性の解明と利用技術の開発
小課題名：（記入例）①農作物のアントシアニン等の機能性評価
　　　　　　　　　（和食素材に含まれるアントシアニンの体内吸収性と機能性発現の解明）
　同一課題の中に複数の小課題が含まれる場合には、小課題名：①…、②…として、概要書を各々作成する。

　小課題名が不要な場合には、小課題名の行を削除する。
担当部署名：○○研究室（○○研）
　機関名の略称法は園芸学会大会発表原稿作成における「機関名の略称法」を参照

担当者名：○○□□、△△××                   　
協力分担：××大学・××学部、△△研・△△部・△△研究室
予算(期間)実施年度：予算区分（研究期間20xx-20xx年度）2013年度
　　例）県単（2013年度）、実用開発（20010-2013年度）、温暖化適応（2012-2014年度）
------------------------------------------------------------------------------------
１．目的
（記入例）
本課題では、○○○○を明らかにするとともに、それに伴う○○○○を解明する。平成○年度は、○○○○を解析した。また○○○○をについて検討した。
試験研究期間を通じての目的と、当該年度に実施した試験研究の目的を区別して記載。（２５０字程度を目安）
２．方法
　　　試験材料、方法及び調査方法等の要旨を箇条書きで記載。（３５０字程度を目安）
３．結果の概要
（記入例）
（１）・・・・・・アントシアニンが血中に存在していた。
（２）・・・・・・SHRラットの収縮期血圧（最大血圧）は・・・・であった。
　　　前年度までの要約（必要に応じて）と本年度の結果の概要及び考察の要約を
　　　文章スタイル・箇条書き（１）（２）（３）で記載。（８００字以内を目安）
　　　当該年度に得た具体的数字、図表等を記載。研究方法、条件についての細目を記載しても良い。
　　　また、本文中にテキスト形式で記載できない数式等を記載しても良い。
４．結果の要約
（記入例）　　（３行以内、１２０字程度を目安にする。）
　紫サツマイモアントシアニンが血中に存在する間に、ラットの血液流動性は正常近くまで改善し、収縮期血圧は低下することを明らかにした。
〔キーワード〕アントシアニン、血液流動性改善作用、血圧降下作用 （1行以内）
５．今後の問題点と次年度以降の計画
試験研究上の残された問題点、必要な協力関係（他分野、大学、公立場所、民間等との共同研究あるいは
行政・普及との連携等）、次年度の具体的計画及び当初計画の変更等を箇条書きで記載。
６．結果の発表、活用等（予定を含む）
　　　結果の文献発表、研究会等への報告、マスコミ等への発表、知的所有権の取得等を箇条書きで記載。
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	専門区分の分類番号
	内
容

	育種関係
	Ｂ－１
	品種比較

	
	Ｂ－２
	新品種育成

	
	Ｂ－３
	台木育成

	
	Ｂ－４
	育種技術・バイテク・遺伝資源

	
	Ｂ－５
	品種導入

	
	Ｂ－６
	その他

	栽培・流通利用関係
	Ｃ－１
	繁殖・台木・開園

	
	Ｃ－２
	整枝・せん定

	
	Ｃ－３
	開花・結実・品質（成分・評価）・成長

	
	Ｃ－４
	施設栽培（雨よけ、ハウス、防霜・雹）、被覆

	
	Ｃ－５
	気象・環境・災害

	
	Ｃ－６
	収穫・選果・輸送

	
	Ｃ－７
	予措・貯蔵

	
	Ｃ－８
	加工・新製品開発

	
	Ｃ－９
	生理障害

	
	Ｃ－10
	品質成分・品質評価

	
	Ｃ－11
	機能性評価

	
	Ｃ－12
	その他

	土壌肥料関係
	Ｄ－１
	土壌条件・土壌管理・水分管理

	
	Ｄ－２
	土壌改良・土壌改良材

	
	Ｄ－３
	施肥・養分吸収

	
	Ｄ－４
	栄養生理・栄養障害

	
	Ｄ－５
	有機質肥料・緩効性肥料等

	
	Ｄ－６
	その他（産業廃棄物利用等）

	病害関係
	Ｅ－１
	糸状菌

	
	Ｅ－２
	細菌

	
	Ｅ－３
	ウイルス・ウイロイド

	
	Ｅ－４
	防除体系

	
	Ｅ－５
	その他

	虫害関係
	Ｆ－１
	害虫一般

	
	Ｆ－２
	アザミウマ目

	
	Ｆ－３
	カメムシ目

	
	Ｆ－４
	チョウ目

	
	Ｆ－５
	コウチュウ目

	
	Ｆ－６
	ハチ目

	
	Ｆ－７
	ダニ目

	
	Ｆ－８
	防除体系

	
	Ｆ－９
	その他


	作業技術・経営
	Ｇ－１
	機械利用技術・作業体系化

	
	Ｇ－２
	計測制御

	
	Ｇ－３
	生産技術の組立

	
	Ｇ－４
	経営形態

	
	Ｇ－５
	市場調査

	
	Ｇ－６
	その他

	製茶技術
	Ｈ－１
	製茶原葉

	
	Ｈ－２
	製茶技術

	
	Ｈ－３
	流通技術

	
	Ｈ－４
	製茶機械開発・改善

	
	Ｈ－５
	その他


説明及び記入例








